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一
二
月
は
、
一
年
の
締
め
く
く
り
の
月
て
あ
〕
、
先
年
も
走
り
出
す
（
肺
走
）
と

い
わ
れ
る
く
ら
い
多
忙
で
、
あ
わ
た
だ
し
い
月
て
す

　
私
た
ち
の
周
囲
か
ら
犯
罪
や
事
故
を
な
く
し
、
み
ん
な
か
そ
ろ
っ
て
新
し
い
年
を

迎
え
る
こ
と
か
で
｝
、
－
る
よ
う
、
特
に
年
末
に
関
係
の
深
い
一
笹
・
む
［
一
防
犯
‘
「
火

災
」
　
「
運
転
」
の
四
項
目
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
．

善

意

　
〃
み
ん
な
か
そ
ろ
一
・
て
明
る
い
お
π

月
を
〃
を
ス
ロ
ー
カ
ノ
に
、
今
年
も
匿

例
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
か
、

十
二
月
い
っ
ぱ
い
展
開
さ
れ
ま
す
．

　
こ
の
運
動
は
、
赤
h
羽
根
で
お
な
し

み
の
共
同
募
金
運
動
（
十
月
～
十
二
月
）

の
一
環
と
し
て
、
十
二
月
に
限
っ
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
運
動
の
進
め
方
は
、

民
生
委
員
や
児
童
委
員
を
中
心
に
実
施

き
れ
る
一
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
」
と

N
H
K
か
テ
レ
ヒ
。
ラ
ノ
オ
を
通
し
て

全
国
的
に
呼
び
か
け
る
「
N
H
K
歳
末

た
す
叶
あ
い
［
の
二
本
立
て
と
な
一
・
て

い
ま
す
．

　
再
ま
れ
な
、
”
方
に
善
意
の
募
金
を

　
み
ん
な
そ
ろ
一
．
て
明
る
い
正
月
か
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．

主
な
配
付
先
は

　
的
年
度
は
、
三
十
四
億
五
千
万
円
の

目
標
額
（
全
国
）
に
対
し
て
、
四
十
八

倍
六
千
万
円
も
の
〃
善
意
の
募
金
〃
が

集
ま
）
ま
し
た
。

　
寄
せ
う
れ
た
寄
付
全
は
と
の
よ
う
に

役
げ
；
1
、
、
る
か
、
勇
任
寝
の
士
な
配

分
先
は
つ
き
の
と
お
つ
r
、
す

　
生
盾
困
窮
家
廷

　
　
　
　
　
牙
九
億
七
丁
一
．
一
百
万
円

　
老
人
施
設
・
寝
た
き
》
老
人

　
　
　
　
　
　
八
億
三
千
二
百
万
円

　
精
薄
●
酒
中
不
自
由
児
（
者
）

　
　
　
　
　
六
倍
二
千
七
百
万
円

　
由
い
士
よ
れ
（
写
、
℃
r
丁
斗
出
わ
」
レ
り

　
　
　
　
　
四
億
四
千
三
百
万
円

　
長
期
療
養
愚
者

　
　
　
　
　
四
僖
一
丁
六
百
万
円

　
災
害
地
・
辺
地
の
人
た
ち
な
と

　
　
　
　
　
三
億
六
千
万
円

　
成
人
施
設
入
居
者

　
　
　
　
　
　
一
倍
四
千
八
百
月
円

酒乱たすけあい運動

霧
老

　
イ

　
．
’

気
「
＝

　
　
」

　
　
、

∠

Σr癖”．、ぷ
＿←

ﾄ

　
私
た
ち
一
人
一
人
の
ン
、
三
・
・
ゐ
ひ
な
並
，

音
か
、
宙
」
ま
れ
’
、
、
人
た
ち
4
2
百
目
支

遊
金
や
、
日
窮
の
牛
石
必
需
品
の
購
へ

資
金
シ
こ
て
役
y
・
．
1
、
h
る
の
て
す
。

防

犯

　
今
日
り
ま
、
．
不
－
一
ス
の
ノ
ー
ズ
ノ
て

も
あ
り
、
何
か
と
大
金
が
動
｝
、
・
、
家
訂

簿
の
」
て
も
、
金
銭
の
出
し
入
れ
か
多

く
な
う
ま
す
。

　
一
方
て
は
、
“
、
二
・
た
く
》
や
空
き
巣

か
横
行
し
、
ち
よ
つ
と
の
留
守
に
金
品

を
持
ち
去
ら
れ
た
と
い
一
・
た
被
害
か
増

え
る
の
も
こ
の
月
で
す
。

　
施
錠
と
と
も
に
、
心
の
肩
締
》
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
∫
う
．

お
出
か
け
は

　
ひ
と
声
か
け
て

　
　
力
羊
か
け
て

1
　
家
を
ち
よ
r
．
と
留
芋
に
す
る
と
㌧
、
・

　
て
も
必
ず
μ
締
う
を
し
ま
し
よ
う

2
　
お
や
す
み
に
な
る
前
に
は
、
も
う

　
一
華
P
締
り
を
確
認
し
ま
し
、
3
う
．

3
　
金
融
機
関
て
は
、
特
に
警
破
の
目

　
を
厳
し
く
し
ま
し
よ
う

4
　
テ
へ
ー
ト
な
と
に
お
出
か
叶
の
際

　
ま
、
置
引
㍉
、
－
、
ス
リ
、
》
、
）
’
ノ
た
く
う

　
な
と
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
ハ

　
ノ
D
、
ー
ハ
　
ク
ん
｝
身
か
っ
は
も
与
曽
、
な
い

　
な
と
、
持
物
の
厳
重
保
管
に
ぽ
、
充

　
分
注
惹
し
ま
し
レ
玉
う

暴
力
は

　
見
た
ら
聞
い
た
ら

　
　
　
一
一
〇
番

2　1
　届
ひ｝小
と出こ
かまな
被し被
P　一　唇
イロ　ア　 ロロ

につ、
’　 0　3

し」2　　　J

　　、
ナ
ー
律
語
曽

1
」
ハ
る
の
を

見
た
と
｝
・
噌
は
、
す
（
一
ご
書
し
ま

し
よ
．
つ

少
年
は

　
小
さ
な
注
意
で

　
　
　
大
き
く
育
つ

1
親
子
の
対
話
の
時
間
を
も
ち
ま
し

　
よ
う
。

鋳
購

’
》

／
’

ゲ
あ
シ

　
　
、

ソ

／
　
　
だ

燭

他
人
の
子
ど
も
で
も

　
あ
ぶ
な
い
こ
と
に
は
注
意
を

2
　
自
分
の
子
こ
も
の
友
セ
ち
関
係
や

　
持
ち
物
な
と
に
は
、
、
品
に
関
心
を
…
、

　
ち
ま
し
ヌ
う

3
　
親
の
目
の
届
か
な
い
所
な
こ
て
、

　
少
年
た
ち
が
好
ま
し
く
な
h
こ
と
や

　
危
険
軋
｝
遊
甲
、
）
冷
F
し
’
」
、
　
岬
9
の
序
一
日
兀
か

　
．
た
と
⊃
．
三
、
直
ち
に
そ
の
易
げ
、
注

　
U
す
る
“
、
こ
　
夏
∂
＝
川
‘
を
か
｝

　
’
の
、
孝
ト
↑
し
　
タ
噛
つ

町回とうこうの

火

災

　
年
末
か
ら
托
始
に
か
ナ
て
、
例
任
、

、
－
気
か
乾
毒
し
、
強
風
の
日
か
多
く
な

一
、
加
え
て
、
暖
房
器
具
な
と
の
火
気

使
用
か
ク
ノ
と
ふ
え
ま
す

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
忘
年
会
、
ラ

日
ス
マ
ス
、
正
目
と
飲
酒
や
外
出
の
機

会
か
増
え
、
尺
に
対
す
る
注
音
か
、
ゐ

ゐ
も
す
る
と
お
？
て
か
に
な
う
か
ち
げ
、

す
。
家
庭
て
よ
充
分
な
火
の
用
心
を

煙
の
お
そ
ろ
し
さ

　
最
近
て
よ
、
k
い
各
一
よ
る
死
者
の
多

く
か
、
煙
二
よ
る
も
の
と
h
わ
れ
ま
す

　
た
し
か
こ
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に

ま
、
新
建
材
（
合
成
樹
脂
系
）
を
初
め

化
繊
や
フ
ラ
ス
手
　
ク
製
品
な
p
一
、
い

’
た
ん
尺
渡
か
起
｝
・
、
る
と
、
多
量
の
有

毒
ガ
フ
や
煙
を
出
す
危
険
（
ホ
生
盾
必
需

品
か
、
（
．
養
い
’
、
す
．

　
二
の
よ
う
な
カ
ス
や
煙
を
吸
い
込
♪
、
一

と
、
呼
吸
因
難
や
中
毒
を
起
し
て
、
や

か
て
は
死
を
招
く
二
と
に
な
、
ま
す

　
煙
の
恐
ろ
し
き
を
よ
く
知
r
．
て
お
く

こ
と
も
、
火
災
か
つ
身
を
守
る
う
え
て

人
切
な
こ
と
の
一
っ
て
す

　
〔
窒
息
の
危
険
〕

　
煙
に
含
ま
れ
る
ス
ス
を
吸
う
と
、
肺

の
細
胞
に
請
ま
う
、
窒
要
し
ま
す

　
「
中
毒
の
危
険
〕

　
不
え
全
燃
暁
に
よ
一
・
て
発
生
す
る
一

酸
化
炭
素
か
、
空
気
中
わ
す
か
一
％
の

濃
笈
て
も
、
こ
れ
を
三
～
四
分
問
吸
う

－
二
死
一
し
し
議
《
洛
2

　
「
酸
素
欠
乏
〕

　
物
か
燃
え
る
こ
し
た
か
一
・
て
、
し
，
気

中
の
酸
素
は
減
’
・
て
い
｝
、
・
ま
す
．
空
気

中
に
ぽ
一
．
一
。
6
の
酸
素
か
含
ま
れ
1
、
h

ま
す
か
、
こ
れ
か
一
五
飢
ク
に
な
る
と
呼

吸
因
難
に
な
》
、
体
の
自
由
か
利
か
（
．

く
な
一
ま
ず

㍑
、
更
正

　
　
ゴ
㌦

炉
．

　　

@　

j．
縛

　　

@
　
、
」

と
♂
汗

ひ
く
く

羅
暴

メ
ぐ

火
災
に
あ
っ
た
ら
あ
わ
て
ず
に

　
〔
熱
気
流
に
よ
る
生
理
的
影
響
〕

　
執
せ
ろ
れ
た
唖
を
吸
い
込
む
と
、
肺

に
入
p
）
、
や
ナ
こ
を
起
こ
し
、
呼
吸
を

困
難
に
し
ま
す
、

　
「
視
覚
障
害
に
よ
る
縞
神
的
影
響
〕

　
唖
に
取
う
巻
か
れ
る
と
、
ス
ス
が
視

界
’
型
三
・
、
え
き
つ
、
東
・
．
暗
や
み
に
い
る

の
と
同
し
状
態
に
な
り
、
不
安
感
や
恐

怖
毛
を
起
評
し
、
団
断
わ
を
鈍
ら
せ
ま

す
．

運

転

　
一
年
の
う
ち
て
、
最
も
交
通
事
故
の

多
発
す
る
日
ソ
、
す

　
特
に
歪
末
は
、
ご
フ
イ
ハ
ー
も
歩
！
”
」

呂
も
、
気
分
的
に
あ
わ
た
ゼ
し
く
な
る

ご
り
、
」
父
通
渋
滞
か
起
り
か
ち
て
、
気

ぜ
わ
し
き
と
で
う
で
ラ
か
高
ま
う
、
ス

ご
－
・
の
出
し
す
ぎ
、
無
、
理
な
追
い
越

聴
し
へ
写
「
こ
の
飢
遅
」
仏
仙
連
転
か
日
H
」
1
1
つ
よ
，
つ
に

’
黛
）
ま
す

　
な
か
て
も
、
・
＝
の
時
期
に
ふ
え
る
の

か
、
飲
酒
連
転
二
よ
る
事
故
で
す
　
酒

を
飲
♪
ゴ
機
会
が
多
く
へ
、
る
筐
、
末
托
始
よ

充
分
注
重
し
て
く
ト
～
．
へ

死
亡
率
は
平
均
の
三
・
一
一
倍

　
二
・
一
世
帯
▼
二
台
　
　
こ
れ
は
、

全
国
平
均
て
み
た
乗
用
車
の
保
有
台
数

て
す

　
一
方
、
十
六
歳
以
」
の
〃
免
許
＋
週
ム
刀

人
口
〃
に
占
め
る
運
転
免
許
保
有
者
の

割
合
は
、
男
か
一
・
五
入
に
一
人
、
女

か
四
・
五
人
に
一
人
置
全
体
て
一
．
・
二

三
に
一
人
と
へ
ま
ノ
’
、
い
ま
す
，

　
　
　
一
．
世
帯
ド
一
一
ム
目
の
酬
刮
ム
ロ
r
」
垂
小
田
燭

車
を
持
ち
、
二
・
二
人
に
一
人
か
運
転

距
ヲ
る
　

ー
ケ
㌧
マ
は
、
私
た
セ
つ
の
生
舌
一

に
、
夏
一
一
層
身
近
な
も
4
2
に
な
う
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
て
、
成
人
男
子
の
八
割
、
一
子

を
飾
ひ
と
h
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
国
民
皆
免
許
時
代
と
い
わ
れ
る
一
方

〆
、
、
　
西
旧
か
［
口
璃
吊
広
r
ノ
、
親
，
し
出
戸
れ
ヴ
O
　
　
　
一

中
を
運
転
す
る
者
；
、
つ
れ
も
か
飲
酒

連
転
や
酒
気
↓
巳
、
）
連
転
の
危
険
陸
を
伯

4
て
、
る
と
、
え
騙
す
⊃

　
酒
酔
い
運
転
二
よ
る
死
亡
事
故
．
あ
、

ス
ピ
ー
ト
違
反
、
わ
き
見
運
転
に
次
h

て
多
く
、
そ
の
死
亡
率
ま
、
直
覧
平
均

の
三
。
二
信
と
h
う
高
目
て
す

ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
お
く
れ

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る

　
自
分
ぽ
酒
に
強
い
ん
セ
と
思
っ
て
い

て
も
、
琿
性
を
マ
ヒ
｝
．
・
せ
、
判
断
力
を

鈍
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
怖
斗
・
・
か
あ

う
ま
す
。

ρ

過
園

、
　
　
　
’

一
匹

βb）

霧
錘

　
　
　
　
。
↓

　
運
転
中
、
』
号
を
見
b
れ
る
な
と
注

・
冒
力
か
散
漫
に
な
r
・
た
り
、
歩
行
者
に

気
づ
い
て
も
フ
レ
ー
キ
操
作
か
間
に
合

わ
な
い
な
こ
、
丘
常
時
に
比
較
し
て
動

作
の
遅
れ
か
日
立
つ
よ
う
に
な
う
ま
す

　
一
酒
一
台
・
ほ
ろ
酔
い
時
の
運
転
実

験
＝
一
よ
る
と
、
運
転
技
能
は
、
飲
酒

後
二
十
分
て
最
も
曹
く
（
．
、
、
り
後
、

徐
り
こ
｝
回
復
し
た
も
の
の
、
二
時
問
九

r．

秩
A
も
ま
♪
・
飲
酒
前
ヤ
『
・
吊
な
状
能
」
に

は
戻
ら
な
か
’
．
た
と
い
う
こ
と
て
す

、
～
～
葺
憐
．
、
（
辱

到
達
わ

些
下
，

さ

無纏

　
実
験
に
七
る
運
転
技
能
の
低
下
を
見

て
み
ま
し
ょ
う

　
ま
ず
第
一
に
、
フ
レ
ー
キ
の
踏
み
方

か
遅
れ
、
第
二
に
ス
ピ
ー
ト
の
出
し
過

ぎ
が
目
立
ち
、
第
三
に
ア
ク
セ
ル
、
ク

ラ
　
チ
の
踏
み
方
か
粗
暴
に
な
る
一
1
1

す
な
わ
ち
、
下
肢
の
運
動
磯
能
か
鈍
く

な
，
）
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
軽
く
で
す
か
ハ
ノ
ト
ル
の

ふ
ら
つ
き
か
見
ら
れ
ま
し
た
．
ま
た
、

交
叉
占
、
て
は
、
ん
向
ノ
グ
ナ
ル
の
出
し

忘
れ
、
安
全
確
認
の
お
こ
た
、
、
停
止

位
置
の
不
安
走
、
通
行
区
分
か
了
れ
な

い
な
と
の
結
果
か
て
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
は
、
反
応
を
鈍
ら
せ
、
注
慧
力

を
散
漫
に
し
ま
す
　
　
一
，
ち
ょ
っ
と
一
杯

・
こ
つ
い
　
一
「
こ
の
程
度
な
ら
大
丈
夫
」

と
い
っ
た
気
の
φ
る
み
が
最
も
危
険
な

の
て
す



（4）既報とうこう

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
が
長
生
き
の
秘
け
つ
（
つ
づ
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
、
＼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

　
先
月
号
に
掲
載
し
た
高
今
者
学
級
の
「
発
表
守
習
」
の
内
谷
に
つ
、
て
、

七
名
の
発
表
者
の
う
p
⊃
、
残
り
三
名
分
を
今
月
号
て
紹
介
し
ま
す

　
こ
れ
ば
、
九
日
り
の
学
級
r
、
「
刊
私
の
低
　
験
や
、
［
」
目
兀
」
を
テ
ー
マ
に
発
・
表
さ
れ

た
発
一
口
内
容
を
、
発
表
者
の
瞭
稿
に
よ
r
、
て
掲
載
す
る
も
の
て
す

任感責と役割の私

作梅藤佐喜生会迫野内

　
・
局
令
者
冒
㍗

級
て
体
験
を

語
れ
と
＝
［
わ

れ
て
ト
キ
，
・

と
し
ま
し
た

か
、
私
の
享

え
’
刀
を
ニ
ゴ
ノ

て
み
た
い
と

円
澱
ま
す
。

　
「
健
康
と

希
望
」
り
〒

ー
マ
と
て
3
」

h
い
ま
す
か

私
は
責
任
を

持
つ
佳
事
を

受
持
’
．
こ
と

か
健
康
と
も

希
望
に
も
つ

な
か
り
圧
・
き

甲
斐
か
成
い
㌧

つ
れ
る
と
の

考
え
乃
を
持
ち
実
行
し
て
い
ま
す
．

　
私
，
あ
μ
i
山
ハ
ァ
頭
♪
を
受
止
廿
つ
1
」
h
’
浜
距
3
か

作
目
煽
未
キ
」
翻
判
起
さ
、
㌔
沿
P
一
国
ト
ハ
「
〉
・
冷
，
ゐ
一
、
ナ
弘

す
　
六
時
か
ら
パ
時
半
て
私
よ
り
嫁
か

先
r
・
を
打
一
・
て
る
つ
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
、
ナ
丈
り
　
朝
食
後
に
飼
料
る
　
パ
テ
ノ

一
炉
、
h
つ
つ
食
わ
せ
る
の
か
二
時
間
く

ら
い
て
、
こ
れ
か
ら
運
動
に
引
㌧
．
「
出
し

て
日
光
浴
と
手
入
れ
て
二
時
間
ま
こ
て

す
　
次
の
仕
事
ま
草
刈
一
て
而
前
な
と

は
余
分
に
刈
取
り
備
蓄
し
ま
す
牛
乍
，

の
清
掃
と
肥
出
し
三
週
一
喰
、
昼
食

後
に
は
仔
4
の
眉
几
動
や
ハ
ミ
切
刀
㌧
（
～
シ
一

1
、
夕
方
牛
舎
に
入
れ
て
一
口
か
終
㌧
ま

す
。
大
体
一
日
の
役
剖
時
間
か
五
時
問

く
ら
い
て
あ
と
は
自
分
の
時
問
て
す
．

　
苧
作
b
、
乾
草
、
井
・
ロ
な
こ
ま
家

放
全
部
の
共
同
作
業
て
や
り
ま
す
。

　
楽
ヒ
し
み
↓
玉
藍
の
疎
［
、
八
球
仏
快
杏
几
’
」
不
」
女
子
」

あ
㌧
ま
す
か
大
変
楽
し
み
て
す
．
ま
た

妊
娠
牛
か
オ
ス
ズ
ス
こ
ち
ら
を
産
’
、
一
か

と
こ
れ
3
、
ま
た
山
女
と
期
待
の
口
う
二

一口

墲
黷
ﾊ
楽
，
し
み
か
’
の
b
う
帆
す

　
も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
鉄
甲
打
ち

’
、
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
山
て
猪
か
呼

一、

j
か
、
る
の
’
、
、
し
r
ノ
と
し
て
家
に
h

る
わ
叶
に
い
か
す
山
々
を
マ
弓
ノ
ノ
す

る
二
と
に
な
》
ま
す
．
健
康
つ
く
り
の

妙
手
て
こ
れ
も
や
み
ろ
れ
ま
せ
ん

　
し
か
し
、
穿
の
乃
か
粗
未
に
な
ら
な

h
・
k
う
に
配
慮
し
な
｝
れ
ま
な
ら
す
、

サ
～
ロ
作
業
を
i
分
に
往
い
亭
備
を
し

ま
す
。

　
月
事
を
・
、
つ
と
h
う
こ
と
、
し
か
も

5
晴
着
を
も
’
・
て
や
る
こ
と
か
気
持
に
も

身
日
捧
▼
」
“
U
十
へ
い
　
国
」
張
ー
ム
ロ
い
’
㌣
・
ら
ブ
5
た
1
・

　
モ
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

く
で
る
と
日
巳
い
ま
す

　
迫
劉
内
て
も
先
輩
の
永
田
重
喜
氏
や

浜
田
繁
信
氏
の
牛
か
成
果
を
あ
ナ
て
、

ま
す
か
、
．
一
人
と
も
一
頭
百
万
円
以
上

の
仔
牛
を
倉
て
て
お
b
、
迫
野
内
’
、
九

目
沖
・
5
セ
D
’
、
六
百
六
牙
万
円
、
町
ノ
、

．
丁
へ
7
日
．
ハ
L
I
万
田
［
の
収
入
》
）
へ
写
つ
’
・

い
ま
す
。

　
3
」
の
口
P
ぬ
響
を
椙
丁
に
、
私
な
》

に
貝
仔
の
あ
る
役
割
を
こ
れ
か
ら
も
し

・
か
、
や
一
九
い
と
田
野
．
1
、
い
ま
す
．

獣
医
師
の
体
験

鶴
野
内
鶴
声
会
三
原
辰
己

　
寺
原
新
蔵
ン
・
、
ん
や
佐
藤
梅
作
岬
．
、
ん
の

畜
産
の
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
h
改
」
銘

を
う
げ
ま
し
七
．
大
変
身
近
か
ヘ
ホ
ニ
と

と
し
て
受
と
カ
て
い
ま
す
．

　
私
ま
長
い
獣
医
帥
の
体
験
か
っ
一
、

二
例
の
話
を
し
て
み
た
い
と
田
じ
い
ま
す

　
牛
ま
農
家
の
経
済
動
物
て
す
か
っ
獣

医
と
し
て
牛
の
診
断
治
療
を
行
う
場
合

の
考
え
力
ま
、
医
的
か
人
間
の
診
断
治

療
を
す
る
の
と
よ
非
常
に
ち
か
一
ノ
’
、
き

ま
す

　
牛
よ
助
ナ
る
た
、
刀
の
費
用
か
牛
よ
一

局
頗
に
な
る
よ
う
て
よ
、
》
、
な
h
の
て

遡
れ
ま
ム
田
産
の
研
へ
阻
’
、
す
　
　
一
例
を
て
旧

し
ま
す
と
、
占
、
出
て
す
か
、
西
郷
村

の
巳
の
巣
と
h
う
と
こ
ろ
て
ウ
ふ
メ
の

牛
を
診
・
y
て
た
二
と
か
あ
う
ま
す
　
ハ

ミ
は
食
わ
の
か
投
・
苧
；
少
し
食
う
と

の
こ
と
て
、
食
欲
、
外
見
、
触
診
、
聴

診
、
打
診
、
診
断
、
予
後
と
詳
し
く
診

た
結
果
、
診
断
は
内
臓
に
異
物
が
あ
り

そ
の
た
め
に
心
臓
か
お
か
き
れ
て
お
一

予
後
不
良
て
目
窪
を
行
う
・
去
》
屠
殺
場

ドト

浴
E
⇔
へ
、
く
ノ
＝
ω
・
つ
》
二
3
詳
～
・
の
ハ
」
の
げ
・

す
。
原
因
ま
、
ハ
ア
グ
り
て
尊
翰
金
を

使
用
し
た
た
カ
に
錆
一
、
）
て
そ
の
破
昌
か

ハ
ミ
に
入
ー
ハ
ミ
を
威
、
下
し
セ
ニ
と
に

ょ
う
内
臓
二
突
㌧
・
⊃
、
、
ふ
、
㌔
り
日
と
と
も
こ

痢
扶
か
悪
化
し
、
鼻
痛
み
も
伴
っ
て
衰

弱
し
て
き
た
も
の
て
回
復
の
見
込
み
は

’
の
）
出
ト
♪
「
～
ん
’
」
干
し
ハ
」
．
　
肝
心
吻
叫
比
、
心
嚢
火
瓦

r
、
解
剖
の
結
果
、
全
く
診
断
の
と
わ
一

て
し
た
．

　
’
・
こ
）
に
二
例
を
話
し
ま
す
と
、
西
郷

村
花
よ
流
て
の
琶
の
場
合
も
殆
ん
こ
同

隊
の
偏
格
か
手
の
）
士
h
一
し
わ
」
　
　
ム
封
診
｝
」
｝
ρ
斗

る
相
、
辻
か
あ
一
ま
し
七
か
、
結
鴨
八
－
ー

カ
ス
と
カ
ノ
の
違
h
て
こ
れ
も
解
剖
一
、

二
r
ノ
、
’
、
－
、
’
し
ま
し
た

　
一
一
口
彙
の
な
、
家
歯
の
診
断
に
よ
鵠
労

も
あ
一
ま
し
た
か
、
今
家
畜
青
成
に
取

組
ん
で
お
ら
れ
る
人
た
ち
の
苦
労
も
琿

解
て
㍉
嶋
・
ま
す
．
痒
ま
せ
育
て
る
楽
し
み

ヌ
、
、
　
［
葉
の
な
い
相
～
の
牛
も
育
て
た

人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
違
r
．
た
も
の
か
あ
）

ま
し
5
つ
っ

　
私
た
ち
も
健
康
管
理
に
は
充
分
注
む

し
な
か
ら
や
（
．
て
h
㌧
・
た
い
も
の
て
す

　
※
里
、
板
に
牛
の
絵
を
か
き
牛
の
生
塵

　
　
図
解
を
諸
し
く
説
明
。

題汐

留須那栄重会八重原

私
か
引
受
｝
ま
し
た
．

　
私
の
発
表

キ
ー
テ
ー
マ
↓
急

一
し
の
9
D
の
’
」

す
か
思
h
出

　
の
ま
ま
を
申

し
あ
壕
、
ま
す

　
本
年
の
四

月
か
ら
家
の

新
築
を
始
力

で
苦
労
し
ま

し
た
か
、
普

請
と
い
う
の

は
色
㌘
な
職

人
の
乃
か
夫

り
、
の
相
当
て

来
ら
れ
る
4
9

　
て
、
毎
日
の

援
待
の
役
目

　
を
家
内
に
交

　
持
た
せ
て
田

　
細
の
ほ
う
ま

お
か
ヂ
て
私
の

乃
は
当
事
こ
追
わ
れ
て
多
忙
な
毎
日
て

し
た
か
、
家
内
の
乃
ま
起
請
4
2
接
待
役

町報とうこう
（5）

r
、
人
分
身
体
は
楽
を
し
た
・
又
う
て
す
．

　
こ
の
楽
で
あ
r
．
た
こ
と
か
家
内
の
身

体
の
調
子
を
狂
わ
せ
た
の
て
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
　
一
方
て
は
精
神
的
な
三

ケ
月
の
苦
痛
も
こ
た
え
た
と
思
い
ま
す

　
こ
れ
ま
て
四
イ
数
年
間
の
夫
婦
生
母

の
う
ち
て
家
内
は
全
然
医
者
の
世
話
に

転
．
ら
な
い
程
達
者
て
し
た
．
予
防
注
射

く
、
つ
い
は
し
た
て
し
ょ
う
か
、
そ
の
元

気
者
か
近
頃
は
午
後
に
な
る
と
身
体
の

桶
み
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
て
す

　
こ
れ
は
前
▼
」
＝
口
つ
た
よ
う
な
環
境
の

変
化
か
ら
を
た
も
の
て
は
な
い
か
と
考

え
1
」
い
ま
す
。

　
歳
ば
と
一
．
て
も
、
や
は
つ
自
似
い
を
相

ゴ
・
に
働
き
暮
し
た
私
達
は
先
輩
か
ら
も

話
か
あ
）
ま
し
た
よ
う
に
、
身
体
を
使

暖かくすごす工夫を

　快適な室内温度は、鴨室20～22唆、老ノ＼室22～24唆、

了供部屋16～18度て、宇角は60％か目安てす、

　必要以上にあたためるのは日高のム貿屯、、依の低抗

力も弱まります。

　温湿度刮を使って、マメに管理することかブ＼切です。

う
こ
と
、
働
く
こ
と
、
動
く
こ
と
か
藷
．

に
よ
う
も
良
い
薬
て
は
な
い
の
か
、
医

者
や
売
薬
は
あ
ま
〕
あ
て
に
し
て
ま
、

け
な
い
、
楽
は
苦
の
種
て
あ
る
と
つ
く

っ
く
思
h
ま
す

　
今
一
つ
の
私
の
闇
い
出
は
戦
争
中
の

こ
と
で
す
，
非
清
悲
惨
な
戦
争
の
傷
跡

は
胸
に
く
い
こ
ん
で
離
れ
る
こ
と
ジ
メ

h
も
の
か
あ
、
ま
す
．

　
昭
和
十
八
年
七
月
に
海
甲
に
召
集
占
・
㌔

れ
て
訓
練
を
受
け
大
村
航
空
隊
に
配
属

》
・
・
れ
ま
し
た
か
、
昭
和
十
九
年
十
一
月

頃
に
大
村
は
二
四
な
直
曝
撃
を
受
、
債

滅
の
状
能
し
て
し
た
、
こ
の
時
に
私
た
ち

は
航
空
廠
防
空
壕
内
の
戦
死
傷
者
の
収

容
を
命
し
ら
れ
た
の
で
す
、
コ
ノ
ヶ
り

ー
ト
壕
の
内
部
の
状
況
は
筆
舌
に
尽
し

　〈費用の点では灯，由が安い〉

　経折的て効阜のよい暖房をするたみ二系、器具の選び

方・使い方をよく考えましょう．

　燃料費は、灯油1に対してカフほ2、電気は4という

のかおよその見当てす、しかし、それぞれに価格も維持

薄も耐久性も違うたくさんの器貝かてています。

　暖房の〔的、安全性・衛生・プ乏か、住宅の条1「や家族

構成も考えて選択しましヌう。

　ひとつとナの器貝に頼らす、条6二合わせて組み合わ

せて使うのも賢い方法てす。

難
h
τ
」
の
’
、
、
五
体
散
乱
し
皿
の
海
と

化
し
て
異
臭
粉
㌘
こ
の
世
の
も
の
と
は

田
田
わ
れ
な
い
様
相
は
ま
さ
に
地
獄
そ
の

も
の
て
す
、
歯
を
く
い
し
ぼ
づ
必
死
て

収
容
を
つ
つ
け
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に

婦
人
会
の
人
た
ち
か
吾
々
海
兵
に
作
裳

の
合
間
に
焼
酎
を
出
し
て
口
を
す
す
く

こ
と
を
す
す
め
ま
し
た
か
、
こ
れ
は
入

h
こ
効
果
か
あ
一
・
た
こ
と
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　
思
い
出
す
セ
け
で
胸
中
混
乱
す
る
相
」

h
出
て
す
．
同
し
人
聞
か
地
球
ヒ
て
敵

味
気
に
分
れ
て
殺
し
合
い
場
つ
ず
合
う

h
ま
わ
し
い
戦
争
の
傷
跡
は
消
え
ま
七

ん
か
、
そ
れ
セ
ナ
に
平
和
を
願
う
私
た

ち
の
体
験
も
尊
い
も
の
と
し
て
心
の
中

こ
と
と
め
て
い
ま
す
．

　〈効率をよくする工夫を〉

　暖房効率は、部屋の条1’1て斐わ㍉ます。咳男器貝二表

示されで・る広きの目安一二畳→　層一は、前各か和室

後者か洋室を想定しています．

　・：健二時こ二丁材を使用してわくと非常に有効てす。

　，：ミ二丁のカーテンをつるす、カーヘワトを敷く、淋一

　　キユレーターて、天井に1かった暖かい空気を循環

　　きせるなと、いろいろτ片して効率を高めましょう。

　・：ミケリーノな暖房の場合ても、忘れすに換気を、

　・：‘器具の手入れをよくすると、機械の寿命か延びるセ

　　’ナてなく、暖房効畢にも著かてます、

－
も
う
一

一

度
確
認

1 ，

わ
が
家
の
換
気

　
つ
ス
は
、
燃
焼
中
に
午
気
（
酸
累
）

か
足
㌧
㌔
く
な
る
と
、
註
疏
全
燃
暁
を

起
こ
し
、
一
酸
化
炭
素
を
出
す
よ
う
に

な
り
ま
す
　
こ
れ
か
怖
い
の
て
す
．
」

　
こ
の
・
こ
つ
h
怖
い
か
と
い
う
と
、
乍

気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
咳
か
一
・
二
％

二
な
る
と
、
人
間
は
一
分
～
三
分
の
間

一
国
乱
兀
♪
ん
’
」
専
し
渉
ハ
い
↓
柔
幽
3
　
　
出
ト
♪
」
、
　
、
　
。

一
」
ハ
％
の
消
〔
畦
て
3
つ
、
　
一
L
I
分
…
間
て
頭

涌
、
め
ま
い
、
叶
㌧
剛
魑
気
を
催
し
、
そ
の

ま
ま
の
状
態
か
続
く
と
二
時
間
て
死
し

し
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
カ
ス
の
不
冗
全
燃
焼
を

防
ノ
、
ド
ト
キ
あ
、
　
竹
巾
｝
卜
新
腰
し
、
L
I
’
紙
♪
甲
一
取
b

入
れ
、
占
い
ト
気
を
出
す
－
　
こ
の
繰

㍉
返
し
か
必
要
て
す

　
そ
の
た
め
に
は
、
換
気
扇
を
取
り
付

け
た
、
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る

場
合
は
、
三
十
分
目
二
唆
は
窓
を
開
テ

る
な
と
、
い
つ
も
新
鮮
な
婆
気
を
取
）

入
れ
る
こ
と
て
す

　
寒
い
か
ら
と
い
一
．
て
、
閉
め
切
’
．
九

剖
屋
て
長
時
閥
凹
カ
ス
を
使
層
つ
の
は
酸
欠

事
故
の
も
と
て
す
　
最
近
の
n
℃
は
、

ア
ル
ミ
斗
ッ
ノ
な
と
の
並
日
日
に
よ
・
）
、

日
曝
の
気
密
性
か
一
段
と
よ
く
な
’
．
て

い
ま
す
　
昔
の
木
造
家
屋
の
よ
う
な

〃
自
然
換
気
〃
は
、
ほ
と
ん
と
望
め
ま

七
ん
　
わ
か
家
の
換
気
性
を
再
占
、
検
し

て
換
気
に
弓
分
注
音
し
ま
し
レ
玉
う
．
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黙
諾
講
至
難
箪

も
う
す
ぐ
年
末
調
整

　
十
二
月
は
、
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
の
目
で
す
．
．
．

　
晶
ニ
フ
リ
；
マ
ン
の
砿
和
与
に
か
か
る
所

得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の

支
給
の
時
に
源
泉
徴
収
き
れ
て
い
ま
す

　
と
こ
ろ
が
、
毎
〕
月
の
税
金
は
、
そ
の

目
の
給
料
等
に
対
す
る
税
金
で
、
概
算

的
な
も
の
で
す
か
ら
、
一
年
間
の
給
与

総
額
に
対
す
る
正
当
な
税
額
（
年
税
額
）

と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
．
．

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
に
給
与
の

支
払
を
受
け
る
時
に
、
そ
の
差
額
を
精

算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続

を
「
年
末
調
整
一
と
い
い
ま
す
、
．
大
部

分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
　
こ
の
年
末
瑚
調

整
に
よ
一
・
て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
年
末
調
整
は
、
給
与
総
額
か
ら

扶
養
控
除
や
社
会
保
険
、
生
命
保
険
な

ど
の
各
種
保
険
料
控
除
等
の
金
額
を
控

除
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
が
こ
れ
ら
の
控

除
の
金
〃
韻
は
、
斗
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
ふ
．
㌔

ん
が
勤
務
先
に
提
出
す
る
申
告
書
に
よ

っ
て
計
算
き
れ
ま
す
．
、
従
一
．
て
、
誤
り
．

の
な
い
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
を
正
し
く

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
、
、

　
今
短
－
結
婚
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
方
な
ど
、
年
の
中
途
で
扶
養
親

族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
，

　
な
お
、
多
．
額
の
医
療
費
を
支
払
一
・
た

場
合
の
医
療
費
控
除
や
、
災
害
に
遭
r
・

た
場
合
の
雑
損
控
除
な
ど
は
、
年
末
調

整
で
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
確
定
申
告

を
し
て
税
金
の
栴
算
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
年
末
調
整
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
占
唖
㌔
い
．
．

間
違
い
や
す
い
印
紙
税

　
不
動
産
の
売
買
契
約
書
や
領
収
書
な

ど
を
作
っ
た
と
き
に
は
、
印
紙
税
が
か

か
り
ま
す
．
印
紙
税
は
、
こ
の
よ
う
な

文
書
を
作
っ
た
入
が
、
決
め
ら
れ
た
額

の
収
入
印
紙
を
は
り
、
消
印
を
し
て
納

め
ま
す
，

　
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
、
特
定
の

事
項
が
記
載
き
れ
て
い
る
文
書
で
、
二

十
五
種
類
に
区
分
き
れ
、
税
額
も
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
一
、
作
成
し
た
文

書
が
、
ど
の
文
書
に
該
当
す
る
か
の
判

断
は
、
文
書
の
標
覆
や
名
称
に
は
関
係

な
く
、
そ
の
内
容
、
形
式
、
作
成
の
目

的
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
請
求
書
に
［
．
相
済
｝
又
は

［
了
一
な
ど
と
書
い
た
も
の
は
、
請
求

し
た
金
領
を
領
収
し
た
と
い
う
事
実
を

証
明
す
る
も
の
で
す
か
ら
領
収
薄
と
し

て
の
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
．
．

　
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
の
う
ち
、
隣

地
手
形
や
仮
領
収
書
、
契
約
書
2
副
本

、
覚
．
書
、
念
書
な
ど
は
、
収
入
印
紙
の

は
り
漏
れ
が
多
い
よ
う
で
す
＝

　
引
受
人
等
の
署
名
の
あ
る
白
地
手
形

は
、
署
名
し
た
引
受
入
等
が
収
入
印
紙

を
は
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
後
で
正

式
な
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
r
．

て
い
る
仮
領
収
書
で
も
、
領
収
の
事
実

を
証
明
す
る
も
の
で
す
か
ら
収
入
印
紙

が
必
要
で
す
．
．
、

？
擬

9
．

～～
？
≧

｛

’餌4又書

動oooρoo角

　　　　；；銅

　
ま
た
、
間
違
っ
て
収
入
印
紙
を
は
’
．

た
…
笏
△
口
は
、
そ
の
竜
臼
類
を
税
務
署
へ
持

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
．
所
定
の
手
続
｝
、
・

に
よ
り
税
金
が
戻
一
ノ
て
き
ま
す
．
．
．

　
印
紙
税
に
つ
い
て
疑
問
を
持
た
れ
た

と
き
は
、
お
気
軽
に
税
務
三
又
は
税
務

相
談
室
に
ご
相
談
下
ふ
・
、
い
．
．

　
　
　
　
〔
税
務
課
・
延
岡
税
務
署
）

へ
．
．
．
．
し
f
．
．
．
．
’
ノ
．
」
．
ノ
｝
．
．
3
、
．
、
．
㌧
．
～
♂
㌧
ぐ
～
。
メ
ン
）
，
．
β
り
｝
㌔
．
、
し
．
％
ζ
’
．
．
．
．
’
．
ノ
な
，
2
、
．
．
〃

’

州
牧
水
先
生
の
生
涯
（
七
）

籔
露
瓢

…
輔
細
郷
無
ず
岩

　
・
幼
｝
、
白
釣
り
に
し
鮎
の
う
つ
り
悉

V　
　
を
い
ま
て
の
唱
、
〕
ら
に
思
出
で
つ
も

八い
．
瀬
の
水
は
練
絹
な
し
つ
日
に
透
｝
、
－

…
論
糠
簾
搾

V
明
治
三
五
年
＝
月
熊
本
で
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
で

へ
特
別
大
演
習
が
あ
り
ま
し
た
，

V
先
生
は
四
年
生
の
時
で
す
．
、

～
は
修
学
旅
行
を
兼
ね
て
見
学
に
行
く

到
と
に
・
父
圭
徒
が
軍
隊
式
に
編

．
日
成
き
れ
て
先
生
は
第
三
小
隊
第
四
分

ノ
（
隊
長
に
な
り
ま
し
た
．
．
こ
の
分
隊
は

へ
一
年
生
で
本
町
の
高
森
為
市
氏
も
こ

犠
の
分
隊
で
し
た
，
同
氏
は
こ
の
時
の

“
思
出
を
次
）
よ
う
に
語
り
ま
し
た
．
、

り、

@
「
ヒ
級
生
に
伍
し
て
行
軍
し
な
け

｝

V
れ
ば
な
ら
識
の
で
一
年
目
の
自
分
達

∬
疲
れ
も
ひ
ど
か
っ
た
．
そ
れ
だ
3

炉
に
分
隊
長
の
牧
水
き
ん
の
苦
労
も
多

鵠
・
た
ど
う
型
、
牧
沓
λ
は
行
・
・

・脇

s
く
即
興
の
作
歌
を
朗
吟
し
’
、
隊
員

“
に
唱
え
き
せ
、
そ
れ
が
期
せ
ず
し
て

い
首
尾
一
貰
し
た
軍
歌
と
養
．
’
、
隊
員

帰
を
元
気
づ
け
た
も
の
ぢ
ノ
控
と
，

のノ＝
、
・
．
『
，
隻
‘
．
・
．
．
で
，
’
『
，
：
ノ
⊃
▲
．
．
。
｝
、
：
、
．
㌦
く
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

三
旅
行
で
の
作
歌
二
八
二
二
W

酒
遜
譲
蕪

纈
麟
犠
駐
鵬

　
て
澄
み
し
み
空
に
天
主
閣
高
し
　
　
～

　
校
友
会
雑
誌
に
「
肥
豊
の
旅
　
の
～

癖
雛
ギ
…

ひ
・
が
え
る
，
回
し
裂
旨
し
な
W

ん
と
し
て
個
々
手
に
汗
握
る
折
し
も
㍗

あ
蔓
し
々
た
る
ラ
ッ
パ
の
音
・
ア
乳

演
習
は
終
り
た
る
な
り
．
街
道
に
出
”

で
路
傍
に
整
列
し
て
、
三
下
の
還
御
V

を
待
ち
奉
る
，
将
校
の
往
復
い
よ
い
（

よ
繁
く
先
駆
脅
て
終
り
て
鳳
第
∴

埜
先
．
う
や
う
や
し
く
額
づ
連
笏
い

体
な
～
っ
竜
顔
う
る
わ
し
一
御
答
礼
鳩

遊
ば
し
給
ふ
．
身
は
さ
な
が
ら
化
石
」

♪
如
く
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
訊

御
後
影
拝
み
た
て
ま
つ
る
．
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

罰
♂

駆ノ，．．▽u、～、．、八
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学
　
芸
　
品
　
展

公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト

総
　
合
文
　
化
　
祭

写

真

消
　
費
　
生
　
活
　
三

滝壕認

梨＿
集

’

●

　
愚

燭

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー

〆

“
留

象文

化
講
　
演
　
会

鍵寅
古
旦

婦
人
会
作
品
展

　
コ
コ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
ロ
　
コ
　
　
　
コ
リ

ヒ．

ﾂ
協
義
よ
轡
，
∴

　
今
月
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
月
行
事
）

▽
第
6
回
青
年
祭
　
1
2
月
3
日
（
日
）

　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
郷
土
に
燃
そ
う
若
い
力

　
　
催
し
物
　
北
海
道
物
産
展
即
売
・

　
　
　
　
　
　
農
産
物
展
即
売
・
郷
土

　
　
　
　
　
　
芸
能
・
演
劇
・
作
品
展

　
ほ
う
こ
く

［
！
臨
床
有
子
き
ん
全
国
大
会
で
2
位
！

論
難

　
警
察
で
は
、
年
末
の
防
犯
敏
液
を
重

点
に
活
動
し
て
い
ま
す
、
．
不
況
の
年
で

各
種
の
犯
罪
発
生
が
予
想
き
れ
ま
す
、

　
警
察
は
も
ち
ろ
ん
全
力
で
防
犯
警
戒

に
つ
と
め
ま
す
が
町
民
一
人
一
人
も
十

分
気
を
つ
け
て
被
害
の
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
ゼ
き
い
。
な
お
、
不
審
者

を
見
か
け
た
り
、
暴
力
事
件
や
盗
難
被

害
に
あ
っ
た
と
き
は
す
ぐ
一
一
〕
番
通

報
を
し
て
く
ゼ
ふ
噛
㌔
い
．
一

　
　
一
一
〇
番
の
集
中
管
理

　
八
ユ
ィ
小
で
は
、
一
一
τ
番
を
ダ
イ
ヤ
ル

す
る
と
日
向
警
察
署
が
で
て
い
ま
し
た

が
、
十
一
［
月
二
十
日
か
ら
県
警
本
部
で

集
中
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
皆
さ
ん

が
一
一
【
、
）
番
し
ま
す
と
本
部
が
出
ま
す

そ
し
て
用
件
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
日
向

署
に
指
一
引
す
る
二
と
に
な
っ
て
い
ψ
よ
す

の
で
、
本
部
の
受
付
の
人
に
場
所
の
目

11

獅
X
日
～
1
2
日
の
3
日
間
、
国
立
競

技
場
で
行
わ
れ
た
全
国
青
年
大
会
の
女

子
二
百
り
で
、
県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
山
床
有
子
き
ん
（
越
表
青
協
）
が
、

予
選
、
準
決
勝
、
決
勝
と
進
み
、
見
事

に
第
二
位
の
入
賞
を
果
し
ま
し
た
一
．

「
、
’
町
青
年
駅
伝
大
会

　
1
1
月
5
日
に
、
各
地
区
か
ら
6
チ
．
ー

ム
が
参
．
加
し
て
中
水
流
～
中
央
公
民
館

の
6
区
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
熱
戦
の

結
果
、
一
位
寺
迫
、
二
位
越
表
、
一
．
一
位

迫
野
内
の
各
回
協
の
順
で
し
た
，

　
　
　
　
　
　
　
（
町
青
協
広
報
部
）

のでせい標
で’ん’な
すそ’何ど
＝れ受もを

　ξこ　f寸幽　む・　半「」

　答でつり
　え要か易
　て領しく
　くよい教
　よノ　ノ　 ザ　 ド

　、一＼＿スー
　き聞とて
　れきは、
　ばまあ’　　　エ　き　よすり一
　いのまき

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
よ
う

　
猟
犬
、
番
犬
、
　
ペ
ッ
ト
犬
な
ど
た
く

並
、
・
ん
み
か
け
ま
す
．
、
飼
主
に
と
一
．
て
は

別
に
苦
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
放
し
飼
い
に
き
れ
る
と
、

付
近
の
人
は
だ
ま
り
ま
せ
ん
．
隣
近
所

な
の
で
苦
情
も
い
え
な
い
と
警
察
に
訴

え
が
｝
、
－
ま
す
，
田
畑
を
荒
し
、
ほ
え
つ

｝
・
・
、
咬
み
つ
く
な
ど
の
被
害
が
ふ
え
て

い
ま
す
、
．

　
犬
が
判
れ
ば
、
損
害
の
責
任
も
と
r
・

て
も
ら
う
事
が
で
き
ま
す
が
、
群
れ
て

遊
ぶ
犬
は
、
な
か
な
か
持
主
が
判
り
ま

せ
ん
，
将
来
は
、
キ
ニ
ー
ネ
．
の
肉
だ
ん

ご
な
ど
を
置
い
て
野
犬
狩
り
を
依
頼
し

ま
す
の
で
、
放
し
飼
い
の
犬
が
喰
べ
る

心
配
が
あ
り
ま
す
．
．
飼
い
犬
は
必
ず
・
つ

な
い
で
置
い
て
く
ゼ
↓
・
」
い
、
．



紛町報とうこう

「
一
、
、
…
三
巴
、
、
i
一
、
、
、
、
i
一
こ
、
i
；
…
」

…
お
し
ら
せ
…

…
黛
…

「
工
業
統
計
調
査
」
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
－
－
昭
和
五
十
三
年
工
業
統
計
調
査
】

が
、
十
二
［
弓
三
十
一
日
現
在
で
実
施
壷
、
・

れ
ま
す
．
．
ま
た
、
前
年
に
引
、
）
き
つ
づ
い

r
、
、
　
「
宮
崎
県
物
資
流
通
統
計
調
査
二

も
併
せ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
、
．

　
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
国
、
県
の
経
済

施
策
立
案
の
た
め
の
参
．
考
資
料
と
き
れ

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
き
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
，

　
年
末
、
年
始
の
ご
多
忙
な
時
期
で
す

が
、
関
係
事
業
所
に
調
査
員
が
訪
問
し

ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
ゼ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　
現
在
、
昭
和
五
十
四
年
版
県
民
手
帳

を
あ
の
ノ
せ
ん
し
て
い
ま
す
．
、

　
価
格
は
一
冊
二
百
五
十
円
で
、
表
紙

ゆ．

ﾑ
オ
リ
ー
ブ
色
と
赤
色
の
二
種
類
で
す

が
、
赤
色
に
つ
い
て
は
限
定
印
刷
で
す

か
ら
早
目
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
品
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
各
組

合
長
、
職
場
の
代
表
者
な
ど
を
通
し
て

役
場
企
画
開
発
課
で
領
命
中
で
す
，
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N
消
防
始
式

　
昭
和
五
十
四
年
の
消
防
始
式
が
、
一

月
六
日
　
（
土
）
　
忙
－
晶
削
七
時
四
十
分
か
・
り

町
総
合
グ
ラ
ン
ド
、
－
で
開
か
れ
ま
す
．
－
．

　
当
日
は
、
町
内
各
部
の
団
員
が
全
員

出
動
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
規
律
訓
練
、
機

械
器
具
の
点
検
、
小
型
動
力
．
ホ
ン
．
フ
の

操
法
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
、
．

　
こ
の
た
め
、
各
部
と
も
団
員
不
在
に

な
り
ま
す
の
で
、
当
日
は
と
く
に
火
．
の

取
扱
い
に
気
を
つ
け
る
し
入
う
に
し
ま
し

ょ
7
つ
一
．第

6
回
青
年
祭

　
第
六
回
青
年
祭
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
・

開
催
き
れ
ま
す
，
当
日
は
、
北
海
道
物

産
展
、
演
劇
な
ど
多
彩
な
催
し
も
の
が

計
画
ふ
・
㌔
れ
て
い
ま
す
、
．

　
み
ん
な
で
お
い
で
く
ど
》
．
」
る
よ
う
ご

案
内
し
ま
す
。

▽
期
日
　
1
2
月
3
日
（
日
）

▽
時
間
　
午
後
1
時
～
9
時

▽
催
し
も
の
　
北
海
道
物
産
展
・
主
張

　
　
　
発
表
・
郷
土
芸
能
・
演
劇
・

　
　
　
　
作
品
展
・
S
A
P
生
産
品
展

　
　
　
　
示
即
売
会
な
ど

海
外
移
住
相
談
日
の
設
定

　
県
と
国
際
協
力
事
業
団
熊
本
支
部
で

は
、
移
住
に
関
心
を
持
一
．
た
方
々
か
ら

椙
談
を
受
け
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り

移
住
相
談
日
を
設
け
ま
す
。

7
名
称
　
定
例
移
住
相
談

7
場
所
　
県
総
務
部
総
務
課
外
務
係

7
帽
日
日
　
5
3
年
1
2
月
1
2
日
・
1
3
日

　
　
　
　
　
5
4
年
1
月
1
6
日
・
1
7
日

　
　
　
　
　
　
2
月
2
0
日
・
2
1
日

　
　
　
　
　
　
3
月
1
9
日
・
2
0
日

U
、
そ
の
他
　
詳
細
は
県
庁
総
務
課
（
電

　
話
⊃
九
八
五
一
2
4
…
一
一
一
一
）
へ

タ
コ
あ
げ
は

　
電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で

　
タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
、
、

　
九
州
電
力
で
は
、
電
線
の
近
く
で
タ

コ
あ
げ
を
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
．
親
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
そ
の
了

供
で
も
、
危
険
な
タ
コ
あ
げ
を
見
か
け

た
と
き
は
注
意
し
て
や
り
ま
し
よ
う
．
．

　
九
州
電
力
で
は
、
五
十
二
年
度
に
全

九
州
で
、
竜
線
に
か
か
っ
た
タ
コ
を
約

五
山
個
も
除
却
し
て
い
ま
す
．
．

　
も
し
、
電
線
に
タ
コ
が
か
か
っ
た
と

玉
、
－
は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず
．

に
、
近
く
の
九
州
電
力
に
連
絡
し
ま
し

、
三
’
つ
．
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N
度
訓
練
生
の
募
集

　
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

昭
和
5
4
年
度
の
訓
練
生
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
、

∵
募
集
人
員
　
機
械
科
4
5
名
　
電
気
科

　
　
　
　
　
2
0
名
　
室
内
工
芸
科
2
0
名

∵
訓
練
期
間
　
2
年

∵
資
格
　
義
務
教
育
修
了
（
見
込
）
者

∵
募
集
期
間
　
1
2
月
1
日
～
1
月
1
6
日

一
・
問
合
せ
先
　
宮
崎
　
5
1
．
一
五
一
一

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

　
　
　
　
納
期
限

金　
5
　
期

　
3
、
．
期

12

獅
Q
5
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
中
戸
μ
凋
》
に
し
’
」
、
　
つ
y
ご
の
へ
”
ハ
」
か

ら
善
意
が
よ
せ
・
．
つ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
、

∵
鶴
野
内
の
那
須
加
藤
治
ふ
、
・
ん
か
ら

　
　
〔
久
次
郎
き
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

∵
八
重
．
原
の
奈
須
広
行
妻
、
・
ん
か
ら

　
　
（
芳
松
山
・
・
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

｛
・
・
小
野
田
の
橋
［
ヤ
ス
エ
斗
・
・
ん
か
ら

　
　
（
ム
コ
朝
夫
蚤
ご
一
几
・
雄
臣
戚
ご
死
去
）

7
田
野
の
三
浦
盛
治
き
ん
か
ら

　
　
（
巌
ル
、
・
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
1
2
月
1
9
日
目
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

一一一
ﾜちのうごき一一．一

ノ＼口6，751人（＋12）

　男　3，312人　（÷8）

　女　3，439人組（÷4）

世帯数1，752戸（一2）

　　53年11月1日現在

　　（　〉は対前月比

　　　　　　　　　．．一　　一＝　　　　　　　　－．．一　　
一

　　　　　　．－　　．’．一　　　　．．一　　　 一．．　　一　　　、．．一．、．　　一　　　．．ゴ

薦
饗
懇
難

　
　
　
　
　
　
1
0
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

糸藤福海福平戸橋高新平

平井良野焔瀬須口野名野
逸
　
郎

政
．
L

謙
　
二

幸
四
郎

憎
　
十

二
　
英

「
＼
　
　
　
じ

」
ノ
　
　
デ

亜
理
沙

’
廷
　
　
．
L
」

珪
．

「
P
　
　
　
翁
ナ

士
ナ
　
　
』
ド

　
　
恵

結
婚
お
め
で
と
う

岩甲　石高　渡寺　奈小　浦畝　日中
日

本斐　川森　部原　須林　田原　高村

直飾信保己栄茂美幸良宇．父
　太　　喜　　　　　　の
．幸郎一司男一樹敏俊次市名
福羽小越小隔坪寺寺福福住
勲翫蒲一迫迫転所

名

和佳　秀実

子光　子義

ヨ

シ

子明

牧洋一房

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

那谷三福
　　　　氏須［浦谷

編庄重．二

郎市一遼

一． �O ＝忍、づミ　子【｝

福延　愛小
　岡　媛野
瀬市　県田

鶴坪　日福　日小　坪南住
野　　向　　向野　　罵
　　　　　　　　　　　所内谷　ll∫瀬　市田　谷村

二
年
齢
一
二
所

49

c
鶴
野
内

53

@
仲
　
深

70

@
鶴
野
内

88

@
．
鶴
野
内
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